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【研究費区分】：科研費チャレンジ（B） 

【所属】：国際センター 

【氏名】：嶋内佐絵 

【氏名フリガナ】：シマウチサエ 

【職】：准教授 

【研究課題名】： 

アジア留学生のトランスナショナルな移動：ポピュラーカルチャーと国際教育の接触領域 

 

【研究実績の概要】 

2023 年度中に当該研究に関する論文を Q1 ジャーナルに 2 本発表し、またその他３本の論文についても

カルチュラルスタディーズ、メディアスタディーズ系の英文ジャーナル（すべて Q1）に投稿し、2024

年 4~6 月に発表された。１−４はトランスナショナルなクィアメディアの日本における受容についてそれ

ぞれ異なる側面に対して異なるアプローチから分析したもので、ポピュラーカルチャーと社会の関連、

人々の意識の変容などを論じている。5 は日本人学生のアジア留学に関する言説分析であり、これら 5

点の論文は本研究課題の議論の基盤となる分析・視点を提供している。 
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【本支援を用いた研究基盤整備の達成状況について】 

・本支援を用いて文献調査およびインタビュー調査を行った他、上記の論文発表を行い、2024 年から 28

年までの科研費基盤研究 B を獲得した。 
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【外部資金への応募状況】 

2024 年度科研費基盤研究 B「アジアにおける留学生移動とポピュラーカルチャーの接触領域」（研究代

表者、令和 6-10 年度）を獲得 

 

【研究分担額】 

（研究代表者・分担者名,所属,金額（円）） 

研究代表者嶋内佐絵（東京都立大学）、分担者岩渕和祥（東京大学）、分担者花田真吾（東洋大学）5,100

千円 


